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2
0
1
5
年
度
通
常
理
事
会

（平成27) 

5
丹
羽
目
、

『
2
0
1
5
年
度
通
常

（第
1
回
）
理
事
会
』
が
東
京

・
千
代
田

区
の
コ

l
プ
ピ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
に
先
立
ち
、
鈴
木
俊

一
理
事

長
よ
り
、
「
本
会
が
公
益
財
団
法
人
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
丸
3
年
を
迎

え
た
が
、

2
0
1
4
年
度
に
お
い
て
は
、

事
業
運
営
・
機
関
運
営
と
も
に
滞
り
な

く
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
役
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
第
9
期
募
金
運
動

の
2
年
目
の
実
施
は
、
運
動
前
実
績
に

比
べ

1
4
0
%
と
増
加
し
た
。
こ
れ
は

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、
全
国
規

模
で
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
や
、
水
産

関
連
団
体
、
個
人
の
継
続
的
な
寄
附

・

募
金
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
皆
さ
ま
か

ら
の
温
か
い
お
志
に
改
め
て
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。
な
お
、
い
ま
だ
漁
船
海

よだム一A英
τ'b:; 
同( 1) 

h
F
通
常
理
事
会
で
挨
拶
す
る
鈴
木
理
事
長
。
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水色の羽根募金運動

難
事
故
が
絶
え
な
い
中
、
本
会
で
は
引

き
続
き
漁
業
者
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

着
用
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、

①
2
0
1
4
年
度
事
業

報
告
（
案
）
お
よ
び
収
支
決
算
（
案
）

に
つ
い
て
、

②
特
定
資
産
の
処
分
に
つ

い
て
、

①
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
（
再

任
同
名
、
新
任
2
名）

・監
事
候
補
者
（
再

任
2
名
）
の
推
薦
に
つ
い
て
、

④
任
期

満
了
に
伴
う
奨
学
生
選
考
委
員
（
再
任

7
名
）
の
選
任
に
つ
い
て
、

①
辞
任
に

伴
う
後
任
評
議
員
候
補
者
（
1
名
）
の

推
薦
に
つ
い
て
、

⑥
2
0
1
5
年
度
定

時
（
第
1
回
）
評
議
員
会
の
招
集
に
関

す
る
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

事業活動支出の主な内訳

学資給与金
67,322 
50% 

合計
134,802 
（単位千円）

事業管理費
41,641 
31% 

図1

2
0
1
5
年
度
定
時
評
議
員
会

6
月
口
日
、

『
2
0
1
5
年
度
定
時

（第
l
回
）
評
議
員
会
」
が
東
京

・
千

代
田
区
の
コ

1
プ
ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ

土
品
’
レ

h

～。

会
議
で
は
、

①
2
0
1
4
年
度
事
業

報
告
（
案
）
お
よ
び
収
支
決
算
（
案
）

に
つ
い
て
、

②
任
期
満
了
に
伴
う
理
事

（
再
任
回
名
、
新
任
2
名）

・
監
事
（
再

任
2
名
）
の
選
任
に
つ
い
て
、

①
辞
任

に
伴
う
後
任
評
議
員
（
1
名
）
の
選
任

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
新
任
者
ご
芳
名
］

※
順
不
同

マ
理
事
｜
松
岡
敬
明
氏
（
全
日
本
中
学

校
長
会
顧
問
）
、
高
島
泉
氏
（

一
般
社

団
法
人
全
国
水
産
卸
協
会
専
務
理
事
）

マ
評
議
員
｜
黒
崎

一
朗
氏
（
全
国
都
道

府
県
教
育
委
員
会
連
合
会
事
務
局
長
）

A
V
今
回
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

0
2
0
1
4
年
度
事
業
概
要

公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
て

3
年
度

目
を
迎
え
、
よ
り
公
益
事
業
の
充
実
や

事
業
運
営
の
健
全
性

・
透
明
性
の
確
保

に
努
め
、
本
会
の
事
業
運
営
を
行
い
ま

し
た
。
学
資
給
与
事
業
で
は
、
給
与
者
2
4

1
人
（
年
度
内
退
学
者
2
人
含
む
／
前

年
度
末
比
日
人
減
）
に
総
額
6
4
5
1

万
2
千
円
を
支
給
し
、
ま
た
入
学
記
念

品
と
し
て
、
日
人
に
総
額
2
8
1
万
円

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

奨
学
金
貸
与
事
業
で
は
、
貸
与
者
初

人
（
前
年
度
末
比
2
人
減
）
に
総
額
1

8
8
0
万
円
を
貸
与
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、
奨
学
生
・

保
護
者
交
流
活
動
「
ふ
れ
あ
い
旅
行
」

を
栃
木
県
那
須
高
原
周
辺
に
て
開
催
し

た
ほ
か
、
新
た
に
募
金
活
動
用
お
よ
び

設
置
型
募
金
箱
を
作
成
し
、
広
報
資
料

と
あ
わ
せ
て
配
布
す
る
な
ど
募
金
活
動

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

収
支
決
算
は
、
奨
学
生
の
減
少
や
寄

附
金
の
増
加
に
伴
い
、
正
昧
財
産
は

1

1
7
7
万
5
千
円
ほ
ど
増
加
し
ま
し

返還事業費
1,830 
1% 

注 奨学金貸与事業費は会計処理よ、 正味財産増減計算書には含まれておりません。

学 区 月額給与金 入学記念品 卒業記念品 年度末人数

幼 児 1,728 12 

小学生 9,984 560 66 (1) 

中学生 19,080 900 67 

高校生等 33,720 1,350 94 (4) 

，主e主民 言十 64,512 2,810 239 (5) 

入学記念品は小・中・高等学校等に入学する者、卒業記念品は前年度に中学
を卒業し就業した者を対象とする。

j主2 年度末人数の（）内の数字は特別支援学生数で内数である。なお、この者た
ちの月額は高校生等に含まれる。

品同

マー

（単位．千円主主j

学資給与事業の実績表1

奨学金貸与事業の実績

（単位．千円、人）

入学一時金｜年度末人数

大学生等 I 1 1.400 I 1.400 I 30 < n 
注年度末人数の（）内の数字は入学一時金のみの奨学生数
で内数である。

表2

月額貸与金区

注1

た
。
〔図
1
、
表
1
1
4
参
照
〕

4

司
定
時
評
議
員
会
の
様
子
。

2
0
1
5年
度
臨
時
理
事
会

6
月
口
日
、

『
2
0
1
5
年
度
臨
時

（第
2
回
）
理
事
会
」
が
東
京
・
千
代

田
区
の
コ

l
プ
ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（単位円）

享棄言蒼古

70,000 

学資給与事業金額表

学 区｜月額給与金｜入学記念品
幼児｜ 12,0001 -

小学生｜ 13.0001 10.000 
中学生｜ 24,0001 50,000 
高校生等｜ 30,0001 50,000 

注。特別支援学生には、高校生等と同額の月額を支給。

表4

学区
大学生等

奨学金貸与事業金額表

（単位：円）

A豆三豆歪
500,000以内

月額貸与金
50,000 

表3

会
議
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
代
表

理
事
（
理
事
長
、
副
理
事
長
）
、
業
務

執
行
理
事
（
専
務
理
事
）
の
選
定
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議

な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
三
役
］

マ
代
表
理
事

・
理
事
長
｜
鈴
木
俊

一
氏

マ
代
表
理
事

・
副
理
事
長
l
岸
宏
氏

マ
業
務
執
行
理
事

・
専
務
理
事
1

鈴
木

基
之
氏

2
0
1
5
年
度

第

1
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

5
月
日
日、

『2
0
1
5
年
度
第
1
回

奨
学
生
選
考
委
員
会
』
が
東
京
・
千
代

田
区
の
本
会
事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
、

「第
1
回
奨
学
生
出
願
者
（
4
月
お
日
締

切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、

学
資
給
与
奨
学
生

と
し
て
幼
児
5
人
、
小
学
生
7
人
、
中

学
生
2
人
、
高
校
生
等
1
人
の
合
計
同

人
が
、
ま
た
、
奨
学
金
貸
与
奨
学
生
と

し
て
大
学
生
等
8
人
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

6
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/ikueilくai育英会ホームページ
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第
飢
山
田

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

年 7月 1日

6
月
日
日
、
東
京
都
港
区
の
「
石
垣

記
念
ホ

l
ル
」
に
て

『第
臼
回
浅
海
増

殖
研
究
発
表
全
国
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
海
苔
生
産
者
等
約

1
6
0
人

が
集
結
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
浅
海
増
殖
研
究
中
央

協
議
会
と
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
年
1
回

の
浅
海
漁
民
の
祭
典
と
し
て
、
ま
た
研

修
の
場
と
し
て
日
ご
ろ
の
研
究
の
成
果

（平成27) 

を
発
表
し
合
う
と
同
時
に
知
識
の
相
互

交
流
を
は
か
り
、
全
国
浅
海
漁
民
の
生

活
向
上
と
浅
海
漁
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
は
、
大
会
主
催
者
ご

協
力
の
も
と
、
会
場
入
口
に
て
募
金
活

動
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
場
さ
れ

た
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全

国

海

難

防

止

強

調

運

動

7
月
日
日
か
ら
白
日
ま
で
の
日
日

問、

「全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
｜
海

の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
海
上

保
安
庁
、
公
益
財
団
法
人
海
上
保
安
協

会
、
公
益
社
団
法
人
日
本
海
難
防
止
協

会
主
催
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願

い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
各
地
で

官
民

一
体
と
な
り
、
海
事
関
係
者
だ
け

で
な
く
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
海
難
防

止
へ
の
理
解
と
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

よだム一品英育

こ
う
と
行
わ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、

次
の

3
つ
を
海
難
防
止
対
策
の
重
点
事

項
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
周
り
へ
の
注
意
と
安

全
航
行
を
心
掛
け
、
海
難
事
故
を
無
く

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

重
点
事
項
1

〈
見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
〉

①
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底
を
し
よ

( 2) 

2015 7 /16’31 
全国海磁防止強調運動

泌嫌⑪への阪い

（
写
真
提
供
一

全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
）

λ
ノ
。

②
船
舶
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図

久
ご
っ
。

－
早
め
に
相
手
船
に
わ
か
り
や
す
い

動
作
を
と
ろ
う
。

－
国
際
V
H
F
（
船
舶
共
通
通
信
シ

ス
テ
ム
）
や
汽
笛
信
号
な
ど
を
活

用
し
よ
う
。（
船
舶
自
動
識
別
装
置
）

情
報
を
活
用
し
、
正
し
い
情
報
を

発
信
し
よ
う
。

－A
I
S
 

重
点
事
項
2

〈
プ
レ
ジ
ャ
ー
ポ

l
卜
の
発
航
前
点
検

の
徹
底
〉

発
航
前
に
燃
料
・
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
・

バ
ッ
テ
リ
ー
電
圧
・
冷
却
水
な
ど
主
要

箇
所
の
点
検

・
整
備
を
確
実
に
行
お
う
。

重
点
事
項
3

〈
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
等

自
己
救
命
策
の
確
保
〉

ー
万
が
一
に
備
え
よ
う

i

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
し

ょ
う
。

②
連
絡
手
段
を
確
保
し
よ
う
。

③
海
で
の
緊
急
事
態
は
ク

1
1
8
番
ψ

へ
通
報
し
よ
う
。

心
の
中
の
ア
ル
バ
ム

兵
庫
県
大
角
ひ
ろ
え

魚
と
潮
の
匂
い
の
染
み
込
ん
だ
作
業

着
。
玄
関
で

一
番
目
立
っ
て
い
た
大
き

な
黒
い
長
靴
。
勝
手
口
か
ら
空
に
な
っ

た
弁
当
箱
と
と
れ
と
れ
の
新
鮮
な
魚
。

日
に
焼
け
て
真
っ
黒
な
顔
と
大
き
な

手
。
猫
背
に
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
髪
。
い

つ
も
の
指
定
席
で
風
目
上
が
り
に
ビ
ー

ル
を

一
杯
。
中
途
半
端
に
開
い
た
ま
ま

の
引
き
出
し
。
片
膝
を
立
て
て
観
る
テ

レ
ビ
の
野
球
中
継
は
阪
神
戦
。
嘘
を
つ

い
て
も
パ
レ
て
る
隠
れ
タ
バ
コ
。
そ
し

て
寂
し
が
り
屋
の
あ
な
た
。
あ
な
た
の

事
を
想
う
と
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
た
く

さ
ん
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。
私
の
心

の
中
に
は
、
昔
の
ま
ま
の
あ
な
た
が
い

つ
も
、
い
つ
ま
で
も
生
き
て
い
る
よ
。

早
い
も
の
で
、
今
年
は
七
回
思
。
あ

な
た
が
そ
っ
ち
の
世
界
に
帰
っ
て
か
ら

六
年
だ
よ
。
あ
な
た
は
あ
の
時
の
ま
ま

な
の
に
、
当
時
、
幼
稚
園
だ
っ
た
長
男

が
今
春
か
ら
中
学
生
。
制
服
姿
も
な
か

な
か
似
合
っ
て
る
よ
。
昨
年
の
夏
休
み

の
宿
題
で
、
幼
稚
園
の
釣
り
大
会
の
時

の
絵
を
描
い
て
い
た
わ
。
魚
を
持
っ
て

あ
な
た
と
二
人
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

あ
な
た
の
写
真
を
見
な
が
ら
描
い
て
い

た
の
。
お
父
さ
ん
と
の
思
い
出
が
少
な

い
長
男
に
と
っ
て
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い

大
事
な
思
い
出
な
の
ね
。
長
女
、
次
女

は
も
う
高
校
生
。
来
年
に
は
、
長
女
が

進
学
の
為
、
こ
の
家
を
出
て
行
く
よ
。

次
女
も
長
男
も
出
て
行
く
だ
ろ
う
し
、

お
義
父
さ
ん
は
、

三
年
前
に
あ
な
た
の

所
ヘ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
し
、
先
で
は
私
と

お
義
母
さ
ん
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の

か
な
。
寂
し
く
な
る
ね
。
で
も
、
子
ど

も
達
の
自
立
へ
の
道
、
応
援
し
て
あ
げ

よ
う
ね
。
社
会
に
出
て
、
今
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
恩
返

し
で
き
る
よ
う
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張

っ
て
く
れ
る
と
思
う
か
ら
。
そ
し
て
、

あ
な
た
が
私
の
心
の
中
の
ア
ル
バ
ム
に

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
た

よ
う
に
、
子
ど
も
達
も
い
ろ
ん
な
思
い

出
、
置
い
て
い
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

も
う
す
ぐ
七
夕
。
彦
星
と
織
姫
の
よ

う
に
あ
な
た
と
夢
で
会
え
た
な
ら
、
私

の
ア
ル
バ
ム
に
ま
た

一
つ
、
思
い
出
が

綴
れ
ま
す
。

... 
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事
故
防
止
を
願
っ
て

宮
城
県

伊

藤
美
代
子

う
ち
の
お
父
さ
ん
は
、
気
仙
沼
の
さ

ん
ま
船
に
乗
っ
て
操
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
当
時
は
、
ど
の
さ
ん
ま
船
も

戦
争
み
た
い
な
も
の
で
、
休
む
ひ
ま
も

な
く
魚
あ
げ
す
れ
ば
す
ぐ
出
る
、
ま
た

二
、
三
日
で
入
る
と
い
っ
た
か
ん
じ
で

し
た
。
う
ち
の
お
父
さ
ん
は
、
機
関
長

を
し
て
い
る
の
で
、
家
に
帰
っ
て
く
る

ひ
ま
も
な
く
、
た
だ
船
の
こ
と
で
精
い

っ
ぱ
い
で
が
ん
ば
っ
た
人
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
思
い
も
よ
ら
ず
、
と
つ

ぜ
ん
台
風
が
来
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
の

出
来
事
で
し
た
。
船
は
、
遭
難
し
乗
組

員
は
み
な
絶
望
で
し
た
。
〈平
成
十
八

年
十
月
六
日
〉
の
こ
と
で
し
た
。
家
庭

に
連
絡
が
き
た
と
き
は
、
深
夜
十
二
時

近
く
で
し
た
。
私
の
頭
は
ま
っ
白
で
た

だ
呆
然
と
立
ち
つ
く
し
、
な
に
が
な
ん

だ
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
状
態
で
し
た
。

お
父
さ
ん
を
亡
く
し
た
時
の
気
持
ち

は
、
は
か
り
し
れ
な
い
く
ら
い
シ
ョ
ッ

ク
で
、
寝
こ
ん
だ
状
態
が
続
き
、
も
と

の
体
に
も
ど
る
に
は
、
時
間
が
か
か
り

土
4

ア
し
れ
～
。

亡
く
な

っ
て
か
ら
早
三
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
か
つ
て
全
体
が
本
当

の
よ
う
で
は
な
く
、
今
で
は
む
か
し
の

笑
顔
は
な
く
、
た
だ

一
日
を
過
ご
し
て

い
る
し
だ
い
で
す
。
ま
た
、
子
供
に
も

支
え
ら
れ
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

事
故
以
来
、
ほ
か
の
船
も
遭
難
や
人

が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
が
多
く
な
が
れ
、
そ
の
た
び
に
思
い

出
さ
れ
た
り
泣
い
た
り
も
し
ま
し
た
。

二
度
と
こ
う
い
う
事
故
が
お
こ
ら
な
い

よ
う
に
と
な
ん
ど
も
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
し
け
、
台
風
と
い
っ

た
状
態
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
船

舶
は
む
り
を
せ
ず
、
風
の
と
き
は
出
港

を
せ
ず
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
操
業
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

二
度
と
事
故
を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に

と
思
っ
て
い
る
し
だ
い
で
す
。

． ． 

ノ
J 
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も
し
、

や
さ
し
い
お
父
さ
ん

崎
宮
城
県
小
学
校
三
年
木
浦
ひ
か
り

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
海
の
事
こ

で
な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
が
五
才

の
時
で
し
た
。

年 7月 1日

そ
の
時
何
が
起
こ
っ
た
の
か
分
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
後
か
ら
聞
い
て
か
な
し
か
っ

た
で
す
。
わ
た
し
は
、
「
た
す
か
つ
て
、

お
ね
が
い
」
と
心
で
思
う
ば
か
り
で
し

た
。

（平成27) 

た
す
か
ら
な
か
っ
た
ら
：
・

い
つ
も
や
さ
し
く
、
え
顔
が
す
て
き

で
、
ア
イ
ス
が
な
い
と
車
で
ジ
ャ
ス
コ

や
セ
ブ
ン
に
い
つ
も
買
い
に
つ
れ
て
行

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
、
む
理
や
り

わ
す
れ
よ
う
と
す
る
け
ど
写
し
ん
を
見

た
ら
な
み
だ
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま

す
。
今
で
も
時
々
手
紙
を
書
き
ま
す
。

で
も
、
そ
の
手
紙
を
読
む
と
泣
き
た
く

よだム一
A英育( 3) 

な
り
ま
す
。
み
ん
な
お
父
さ
ん
が
大
好

き
だ
っ
た
か
ら
本
当
に
わ
す
れ
よ
う
と

す
る
の
は
む
理
で
す
。

今
は
、

一
番
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
お

父
さ
ん
の
あ
と
を
つ
い
で
船
に
乗
っ
て

お
父
さ
ん
の
か
わ
り
も
し
て
く
れ
ま

す
。
で
も

一
回
だ
け
、
せ
め
て

一
回
だ

け
で
い
い
か
ら
お
父
さ
ん
に
会
え
た
ら

な

l
。

ち
。のお
守父
とさ
をん
見は
空て
の
く
上
れが
てら
いわ
るた
かし
なた

お
父
さ
ん
も
、
も
っ
と
わ
た
し
た
ち

と
色
々
な
所
に
あ
そ
び
に
行
き
た
か
っ

た
だ
ろ
う
な
。

み
ん
な
で
お
父
さ
ん
の
か
わ
り
も
し

て
る
か
ら
見
て
い
て
ね
。

※
学
年
、
年
齢
な
ど
は
、
作
品
制
作
当

時
の
も
の
で
す
。

同
護
者
か
ら
の
お
便
り

＊
早
い
も
の
で
中
学

3
年
間
が
過
ぎ
、

こ
の
春
高
校
生
に
な
っ
た
息
子
の
姿
を

見
る
と
、
皆
様
に
さ
さ
え
ら
れ
て
来
た

ん
だ
な
あ
j
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち

に
は
、
社
会
に
出
て
恩
返
し
を
し
な
さ

い
と
話
し
て
い
ま
す
。（宮
城
県

M
・
M
）

＊
3
月
1
日
に
、
無
事
、
高
校
を
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
活
等
、

出
費
が
多
い
学
生
生
活
で
し
た
の
で
、

貴
会
の
学
資
給
与
は
本
当
に
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。
本
人
も
「
感
謝
の
心
を

忘
れ
ず
、
世
の
中
の
た
め
に
な
る
よ
う

な
大
人
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
申
し
て
お
り
ま

す
。
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
山
形
県

S
・
Y
）

＊
生
ま
れ
て
初
日
後
に
父
親
が
な
く
な

り
、
周
り
か
ら
マ
イ
ナ
ス
ス
タ
ー
ト
と

言
わ
れ
た
息
子
も
無
事
義
務
教
育
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
兄
弟

で
同
じ
進
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
長
い
間
、
経
済
的

に
支
援
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
が
安
心

し
て
勉
強
で
き
る
環
境
が
で
き
た
お
か

げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
熊
本
県

N
－

M
）
 

奨
学
生
か
ら
の
お
便
り

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
除
様
で
、
志
望
校
に
入
学

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
新
潟
県
高
1

Y

－｜）

＊
長
い
間
、
ご
支
援
頂
き
ま
し
で
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

専
門
学
校
で
学
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
人

を
笑
顔
に
出
来
る
よ
う
な
パ
テ
ィ
シ
エ

を
目
指
し
ま
す
。

（
山
口
県

国間卒

T
－

T
）
 

附
者
か
ら
の
お
便
り

＊
世
界
で
海
の
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
御
家
族
共
々
良
い
方
に
解
決
で
き

ま
す
よ
う
に
。

（
埼
玉
県

Y
－
M
）

＊
皆
様
、
お
健
や
か
に
お
育
ち
下
さ
い

ま
せ
。
お
勉
学
も
！
（
岐
阜
県

S
・
S
）

〉

た
漫
画
が
「
小
さ
な
バ
イ
キ
ン
グ
ビ

一

＼
i
ノ

k
lr
，
〆

ッ
ケ
」
と
い
う
同
年
代
し
か
解
ら
な

一

＼

L

ー

「

匝

了

一

い
共
通
点
も
私
の
オ
タ
ク
心
を
射
止

一

ヘ
ち
ょ
っ
と

U
L
一週
戸

二

f

J

十
トー
〈

イ

1

4
、μ
」一

め
、
私
の
大
好
き
な
漫
画
堂
々
の

1
一

／

一

息

：

・

」

ヂ

W

＼

－

戸

、

＼

い

jJJJ

S
～

位
で
あ
り
ま
す
。

／

＼

第

自

国

rベ
＼

ー

－

I
1

〈

我
が
家
に
単
行
本
は
も
ち
ろ
ん
全

一

巻
。
フ
ィ
ギ
ア
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

い

こ
の
度
、
漫
画
「
O
N
E
P
I

す
。
私
が
登
場
人
物
の
中
で
も
大
好

一

E
C
E
」
の
作
者
一
尾
田
栄

一
郎
氏
き
な
の
が
、
オ
カ
マ
の
ボ
ン
ち
ゃ
ん

が
「

一
人
の
作
者
が
描
い
た
コ
ミ

ッ

で

す

。
少
し
ず
る
賢
い
の
で
す
が
、

…

ク
累
計
発
行
部
数
が
世
界
最
多
」
と
と
に
か
く
友
情
に
厚
く
ボ
ン
ち
ゃ
ん

・

し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
が
出
て
く
る
と
笑
い
と
感
動
が
と
ま

・
ま
し
た
（
拍
手
）
。

り
ま
せ
ん
。

こ
の
漫
画
と
は
四
年
前
に
週
刊
少
あ
あ

1
乙
の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で

・

年
ジ
ャ
ン
プ
で
出
会
い
、
全
て
（
絵
・

は
語
り
き
れ
ま
せ
ん
。
是
非
お
手
に

・

ス
ト
ー
リ
ー
）
に
引
き
込
ま
れ
ま
く
取
っ
て
大
海
賊
時
代
の
冒
険
に
で
て

・

り
で
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

み

ま

せ

ん

か

？

（

K
）

・
ら
に
作
者
の
尾
田
氏
が
影
響
を
う
け

ご
寄
附
の
お
礼

2
0
1
5
年

3
月
か
ら

2
0
1
5
年

5
月
ま
で
に
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま

の
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔

3
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子

マ
根

尾
友
久
マ
本
間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津

浩
美

O
宮
城
県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ

常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
古

関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
志
村
隆
司
マ
田

口
昭
博
マ
演
田
研

一一〉
松
本
安
裕

O
千

葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一一〉
大

類
裕
久
マ
坂
口
は
つ
子
マ
平
田
淳

一
マ

福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東

京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
勝
野
輝
美
マ
掛
洗

洋
取
締
役
会
長
江
刺
富
美
子
マ
木
部
茂

徳
マ
高
田
明
生
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋
信

博
マ
根
本
京
子
マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

善
マ
松
井
明
マ
向
井
昌
子
マ
渡
辺
千
鶴

子

O
神
奈
川
県
マ
遠
藤
久
マ
大
森
敏
弘

マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤
明
美
マ
正
木
勝
美

マ
大
和
陸
子

O
静
岡
県
マ
古
寺
建
二

O

山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

〔

4
月〕

O
北
海
道
マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小

林
哲
朗
マ
志
村
隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
演

田
研

一一〉
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀

久
則
マ
猪
苗
代
健

一一〉
大
類
裕
久
マ
斎

藤
信
夫
マ
坂
口
は
つ
子
マ
桧
山
猛
マ
平

田
淳

一一〉
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東
京

都
マ
飯
島
孝
夫
マ
勝
野
輝
美
マ
側
洗
洋

取
締
役
会
長
江
刺
冨
美
子
マ
木
部
茂
徳

マ
タ
l
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
掛
マ
高
田

明
生
マ
高
吉
晋
吾
マ一斥
田
満
弘
マ
長
屋

信
博
マ
根
本
京
子
マ
贋
江
志
賀
子
マ
贋

重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松
井
明
マ
向
井

昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ
遠

藤
久
マ
大
森
敏
弘
マ
越
智
豊
子
マ
佐
藤

漁船海難

～漁船海磁遺児と＠の寧集之原稿募集期間延長のお知らせ

.... -- 十． •....:.. :.,a•ι JC' r 司巳
本云では、（設立 45周存を迎える 2015年 10月29日の記念刊行を目指し）

昨年 7月より 「漁船海難遺児と母の文集・第9集」 に掲載する作品を、奨学
生ならびに保殺者の皆主lまから募集してまいりましたが、残念ながら応募数が
｝少なく、文集の刊行が希認しい状況にございます。ごのため、 フ月末固まで募
一 一 一
よ守集）11'11尚を延長するこどモ¢ましたのでお知らせ致します。募集要領は下記のと

おりですが、ご不明な点などございましたら、本会までお気軽にお問い合わせ

ください。なお、ご応募いただいた方には、 文集と記念晶（商昂券￥3,000)

を贈呈させていただきます。皆さま、ぜひともご協力お願い致します 1

募集要領

［対 象］本会奨学生の方（過去に奨学生だった方も含む）

またはそのご家族

初防止を願って お父さんとの思い出 お母さんや寄附者の皆さまへの感謝‘

材］自由

の気持ち、将来の夢など文集に相応しいものをお選びください。
．イラストは締絵として使用致します。アニメなどキャラクターの絵は著作権等
の問題によりご遠慮願います。

式］作文・詩歌 ：800～ 1,600字程度

イラスト ：ハガキ～A4サイズ大のもの
．作文・詩歌はお手持ちの原稿用紙やレポート用紙などをご利用いただくか、本
会作成の応募用紙をお送りしますので、そちらをご利用ください。（特に規制
はありません。パソコンによる出川可。） ． 
． 学校の授業で告かれた作品を送っていただいても結構です。ただし、コンクー
ルなどへ出品された作品は、著作権の問題が発生する場合がありますのでご注
意ください。
．作品には氏名・住所・標題のほか、保護者かそのご家族かを必ず記載してくだ

冶 さい。

グ［応募方法］郵送、 FAX、Eメール
．メールに添付いただく原稿ファイルの形式は 「ワードjと 「テキストJに限ら
せていただきます。
．所属されている（もしくは、されていた）漁協や漁速に直接お持ち込みいただ
いても結構です。

［締 切］ 2015年フ月末B本会必着
［刊行予定］ 2015年 12月末日

［ご応募・お問い合わせ先］

公益財団法人漁船海難遺児育英会

干 1010047 東京都千代田区内神田 1-2-1ダコタハウス 5階
TEL: 03-3518-6121 （平日 9～ 17時まで） /FAX: 03-3518-6122 (24時間受付）
E-mail:mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

本掲載i時に作品の一部を編集させていただく場合がございます。また、ご応募いただいた
作品は基本的ζ返却致しませんのでごコ承ぷださい。、I..

羽根募金の水色! ! 手をの愛[8 
Jし遺
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明
美
マ
正
木
勝
美

O
静
岡
県
マ
古
寺
建

二

O
大
阪
府
マ
角
丸
英
子

O
兵
庫
県
マ

武
田
佳
子

O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子
。

大
分
県
マ
山
口
英
文

〔

5
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子

マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
秋
田

県
マ
山
岸
剛
。
茨
城
県
マ
常
盤
和
己

マ

藤
本
歌
子
。
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小

林
哲
朗
マ
田
口
昭
博
マ
演
田
研

一
一〉
松

本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則

マ
猪
苗

代
健

一
マ
大
類
裕
久
マ
坂
口
は
つ
子
マ

福
田
昌
佳

マ
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東

京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙
二
マ
勝
野

輝
美
マ
蜘
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨
美

子
マ
木
部
茂
徳
マ
タ
l
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ

パ
ン
鮒
マ
高
田
明
生
マ
戸
田
満
弘
マ
長

屋
信
博
マ
根
本
京
子
マ
贋
重
和
夫
マ
本

川

一
普
マ
松
井
明
マ
水
田
正
和
マ
向
井

昌
子
マ
渡
辺
千
鶴
子
。
神
奈
川
県
マ
大

森
敏
弘
マ
越
智
豊
子

マ
佐
藤
明
美
マ
正

木
勝
美

O
静
岡
県
マ
古
寺
建
二

O
京
都

府

マ
奥
手
初
栄

O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝

子

年 7月 1日（平 ／1.X:2 7) よだム一A英

水
色
の
羽
根
募
金

τ~ 
同

ー
、
漁
協
系
統
募
金

（各
都
道
府
県
の

。お知らせ
ゆび募金（募金型自動販売機）による

2015年4月末までの

寄附金累計額は

1,026,349円
です。

己協力ありがとう
ございました。
※ゆぴ募金に関するお問い合わせは事務局まで

( 4) 

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・地
励
協
）
」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。
）

〔

3
月〕

O
北
海
道

マ

（
一
社）

北
見

管
内
さ
け

・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
｜
落

成
祝
賀
事
業
に
代
え
て

マ
州
大
成
水
産

代
表
取
締
役
園
分

一
夫
｜
創
業
お
周
年

記
念
マ
常
呂
漁
協
女
性
部
｜
総
会

・
新

年
会
マ
地
励
協

O
青
森
県
マ
鮒
ホ
リ
エ

イ
代
表
取
締
役
堀
内
精
二
マ
三
沢
ほ
つ

き
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
三
沢
市
漁
協

小
型
船
部
会
マ
青
森
県
漁
協
女
性
組
織

協
議
会
｜
第
日
回
漁
村
青
壮
年
女
性
団

体
活
動
実
績
発
表
大
会
募
金
活
動

O
宮

城
県
マ
地
励
協

O
秋
田
県
マ
地
励
協

O

山
形
県
マ
地
励
協

O
茨
城
県
マ
J
F
久

慈
浜
丸
小

マ
J
F
川
尻

マ
地
励
協

O
東

京
都
マ
全
国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

。
神
奈
川
県
マ
地
励
協

O
新
潟
県
マ
ヨ

ウ
コ

l
マ

（
公
社
）
水
産
振
興
協
会
マ

佐
渡
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
J

F
新
潟
岩
船
港
支
所
マ
J
F
新
潟
山
北

支
所
マ
J
F
新
潟
松
浜
支
所
マ
新
潟
県

漁
業
共
済
組
合
マ
J
F
新
潟
県
北
蒲
原

支
所
マ
J
F
新
潟
県
漁
連
両
津
支
所
マ

新
潟
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
新
潟
県

漁
船
保
険
組
合
マ
J
F
新
潟
信
漁
連
マ

J
F
共
水
連
新
潟
県
事
務
所
マ
渡
這
佳

奈
子
｜
香
典
返
し
マ
筒
石
青
年
部
マ
地

励
協

O
富
山
県
マ
地
励
協

O
静
岡
県
マ

1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
パ
ン
ビ
清
水
店
。

愛
知
県
マ
愛
知
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協

議
会

O
福
井
県
マ
地
励
協

O
三
重
県
マ

地
励
協

O
京
都
府
マ
定
井
重
和
｜
ご
尊

父
様
の
逝
去
に
際
し
香
典
返
し
の

一
部

と
し
て
マ
地
励
協
。
和
歌
山
県
マ
ま
ぐ

ろ
祭
り
実
行
委
員
会
マ
勝
浦
漁
協
女
性

部
マ
J
F
太
地

マ
田
辺
農
林
水
産
祭
実

行
委
員
会
マ
J
F
和
歌
山
東

O
鳥
取
県

マ
地
励
協

O
島
根
県
マ
地
励
協

O
愛
媛

県
マ
J
F
う
わ
う
み

マ
J
F
愛
媛
漁
連

マ
愛
媛
県
青
年
漁
業
者
連
絡
協
議
会
マ

JF宇和島マJF渦浦マJF下灘

マJF下灘マJF下波マJF寒川

マJF岩城生名マJF吉田町マJ

F宮窪町マJF高浜町マJF今治

マJF三浦マJF三崎マJF三島

マJF小部マJF松山市マJF松

山市今出マJF松山市三津浜マJ

F上灘マJF新居浜マJF新居浜

市大島マJF壬生川マJF西条市

ひうちマJF西条市マJF大三島

マ大三島漁業協同組合婦人部マJ

F中島マJF中島三和マJF津倉

マJF伯方町マJF八幡浜マJF

北条市マJF北灘マJF明浜マJ

F遊子マJF和気マパlルフェア

マ共済記念式典マ地励協O佐賀県
有明マ佐賀県有明海漁協青年部。

長崎県マ壱岐地区漁業士会マJF

長崎市みなと外海支所マ地励協O
大分県マ佐伯市役所マ末繁允教O
鹿児島県マ鹿児島まぐろ同友会マ

JF鹿児島漁連総務指導室マ冨ヶ

原義幸

〔4月〕O静岡県マJF由比港O大
阪府マJF大阪府組巾着網マJF

春木マJF泉大津マ茅淳の海（ち

ぬのかい）マ地励協O広島県マJ
F浜毛保マ地励協O佐賀県玄海マ
JF佐賀玄海呼子町統括支所

〔5月〕O北海道マ斜里海洋少年
団団長椴庭武弘｜解団による篤志

寄附O静岡県マ浜名漁業協同組合
女性部O愛媛県マ愛媛県漁協女性
部連合会O沖縄県マ沖縄市漁協パ
ヤオ研究会

2、一般寄附

〔3月〕O北海道マ（国研）水産
総合研究センター北海道区水産研

究所札幌庁舎（本所）マ北海道小

樽水産高等学校O宮城県マ尾形漁
業冊。秋田県マ秋田県漁協女性部

連絡協議会O埼玉県マ小野沢通。
千葉県マ吉田典子マ宮津敏彦マ飯

給う費学生 買与型宇生 20日年度第l回採用古

間道府県名 合計 合計
幼児 小学生 小学生 高校生専 小It J史学生帯 幼児 小学生 中学生 同校生等k学生等

北海道 5 12 6 15 38 8 46 3 

青 轟 2 3 5 5 

iサ l- 10 6 11 27 28 4 1 5 

1司 城 も 5 11 23 24 1 2 

軌 回

山 形

間 島 9 11 5 26 27 2 

革 城

千 麓 2 2 2 3 9 4 13 3 

JI! Jj( 3 3 1 

神 奈 川 2 2 5 6 

新 ？封 2 2 

市 山

石 /II 2 3 3 

静 附 1 

量 知l

福 Jt 

亜

京 冊 1 

k 阪

兵 l単 2 4 6 6 

利 融 山 1 2 2 

品 取 1 

烏 恨

同 山 2 2 

It 向 1 

山 口 3 3 2 5 

龍 島 1 

古 /II 2 2 

費 幌 2 2 3 7 3 10 1 

高 知 2 3 1 

福 剛 1 

福岡有明海 3 3 

佐賀 J,;海 3 5 5 

佐賀有明海

民 崎 5 6 2 13 13 2 

k 分 1 2 

熊 本 4 2 8 8 1 2 

官 崎 2 2 5 6 1 

鹿児ぬ 2 4 2 8 8 

同1 制 1 4 .A 6 

合 !t 12 60 65 ピ% (2必 28 244 5 7 2 1 8 23 

村
久
子

O
東
京
都

マ
ニ
チ
レ
イ
ふ
れ
あ

い
基
金
マ
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
附
マ

（
一
社）

漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
マ

（
一

社
）
全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
マ
漁
船

保
険
中
央
会
マ
三
水
会
マ
石
崎
信
義
マ

大
須
賀
順
。
岐
阜
県
マ
柴
田
昭
二

O
静

岡
県
マ
静
岡
県
漁
業
協
同
組
合
女
性
部

連
合
会

O
三
重
県
マ
三
重
県
漁
協
女
性

部
連
合
会

O
奈
良
県
マ
蜘
南
都
水
産
。

鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
岡
山
県
マ
海
洋

建
設
側

O
福
岡
県
マ
東
邦
石
油
附

マ
福

岡
水
産
物
商
業
協
同
組
合

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

〔

4
月
〕
。
山
形
県

マ
山
形
県
漁
協
女

性
部

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県

マ
J
F
千
葉
漁
連
木
更
津
あ
さ
り
事
業

所
／

J
F
富
津
｜
自
販
機
売
上
分
｜
利

根
コ
カ

・
コ
l
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
蜘
木
更

津
支
店
経
由
マ
飯
村
久
子
。
富
山
県
マ

J
F
く
ろ
べ
｜
自
販
機
売
上
分
｜
蜘
ワ

ン
ハ

l
ト
経
由
マ
布
目
久
幸

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
山
口
県
マ
側
水
産
大
学

校

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

数

(2015年6Hl5日現在／単位人）

生
....... 
千奨Bリ県府道書店

〔

5
月〕

O
北
海
道

マ

（
一
財）

船
員
厚
生
協
会
釧
路
海
員
会
館
（
エ
ス

カ
ル
釧
路
）

O
福
島
県
マ
い
わ
き
親
潮

会
｜
解
散
に
よ
る

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢

通

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ

榎
本
み
つ
枝
マ
高
野
恵
子

O
神
奈
川
県

マ
船
中
冷

O
富
山
県
マ
J
F
く
ろ
べ
｜

自
販
機
売
上
分
｜
船
ワ
ン
ハ

l
ト
経
由

。
静
岡
県
マ
静
岡
県
立
焼
津
水
産
高
等

学
校
生
徒
会

O
兵
庫
県
マ
西
畠
泰
司
｜

亡
父
の
遺
志
に
よ
り

O
鳥
取
県
マ
浜
野

茂
夫

O
高
知
県
マ
明
神
水
産
駒

O
鹿
児

島
県
マ
冨
元
小
松

O
そ
の
他
マ
粕
谷
泉

｜
原
稿
料

日
本

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益

H
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宿
直
6
月
刊
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
観

音
崎
公
園
内
「
戦
没
船
員
の
碑
」
に
て
、

（
公
財
）
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
主
催
に

よ
る

『第
羽
田
戦
没

・
殉
職
船
員
追
悼

式
』
が
行
わ
れ
、
本
会
を
代
表
し
、
高

橋
主
査
が
参
列
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、

6
月
日
日
、
和
歌
山
県
高
野

山
大
学
「
繋
明
館
（
れ
い
め
い
か
ん
こ

に
て
開
催
さ
れ
た

J
F
兵
庫
漁
連
主
催

の

『第

ω回
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同

供
養
祭
』
に
は
、
大
野
事
務
局
長
が
参

列
致
し
ま
し
た
。

物
故
者
の
方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
致
し
ま
す
。

編

集

後

記

V
全
国
的
に
梅
雨
入
り
し
、
不
安
定
な

天
候
が
続
い
て
い
ま
す
。
九
州
の

一
部

の
地
域
で
は
印
年
に

一
度
の
記
録
的
な

大
雨
で
土
砂
災
害
が
起
き
て
い
る
と

か
。
ま
た
、
最
近
は
列
島
各
地
で
火
山

活
動
が
活
発
化
し
、
こ
れ
に
伴
う
噴
火

や
地
震
も
心
配
で
す
。
皆
さ
ま
、
テ
レ

ビ
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の
気
象
情
報
に
十
分

注
意
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（M
）

ヅ？
$貸与艶乍世には入学一時金のみの奨学生を古む

車体乍，，，の費乍’w人置に古ま立い
ホ2015年度郡l回採Ill荷は内置である

の羽根募金水色!! 手をの愛、車 rs
1昼 Jし漁船海難




